
日立金属株式会社

２０１０年度第１四半期決算説明年度第 半期決算説明

２０１０年７月２７日

http://www.hitachi-metals.co.jp
E-Mail：hmir@hitachi-metals.co.jpE Mail：hmir@hitachi metals.co.jp



業績概況

10年度第1四半期（10/4 6）

■需要動向

自動車関連分野 ： 実需ベースで回復、国内・海外とも堅調に推移
エレクトロニクス関連 ： 液晶 半導体向けなど アジアを中心とした旺盛な需要が継続 堅調に推移

10年度第1四半期（10/4-6）

エレクトロニクス関連 ： 液晶、半導体向けなど、アジアを中心とした旺盛な需要が継続、堅調に推移
産業インフラ分野 ： 設備投資抑制の影響が残るものの、工作機械向けなど一部製品は急回復に転ずる

■売上高・営業利益
売上高 １,２６９億円 （09/4Q対比 103%） 営業利益 １２０億円 （09/4Q対比 +23億円）売 高 , 億円 （ 対比 ） 営業利 億円 （ 対比 億 ）
⇒需要の堅調に支えられ、売上・利益ともに順調に推移

■セグメント別動向（売上高・営業利益）
・高級金属製品セグメント ： 売上高 559億円（09/4Q対比 102%）、営業利益 66億円（09/4Q対比 +15億円）

鋼 実需ベ 復 液 半導体向 金 材料も 持続⇒工具鋼は実需ベースで回復、液晶・半導体向けの金属材料も好調持続

・電子･情報部品セグメント： 売上高 330億円（09/4Q対比 110%）、営業利益 46億円（09/4Q対比 +15億円）

⇒マグネットはＩＴ家電・自動車向けともに堅調に推移、情報部品も好調に推移。アモルファスも回復に転じ増加

・高級機能部品セグメント ： 売上高 381億円（09/4Q対比 93%）、営業利益 26億円（09/4Q対比 +2億円）
⇒自動車用鋳物は国内・海外ともに堅調に推移したが、配管機器は国内の投資抑制の影響が続き減収となる

第2四半期以降の見方

・自動車・エレクトロニクス関連とも順調に推移しており、第２四半期も堅調の見込み。上期業績予想を引き上げる。
・一方、下半期・通期の業績予想については、下半期の事業環境に不透明感がでてきており、現時点で情勢を
見極めることが困難なため 業績予想の見直しを行っていない 事業環境が見通せる状況になった時点で

第2四半期以降の見方

見極めることが困難なため、業績予想の見直しを行っていない。事業環境が見通せる状況になった時点で
速やかに開示する。
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連結業績要約連結業績要約

２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度

１Ｑ
実 績

２Q
実 績

上期
実績

年度
実 績

１Ｑ
実 績

２Q
実 績

上期
実績

年度
実績

１Ｑ
実 績

２Q
予 想

上期
今回予想

上期当初
予想差異

（単位：億円、（ ）は前年同期比）

実 績 実 績 実績 実 績 実 績 実 績 実績 実績 実 績 予 想 今回予想 予想差異

売 上 高 １,７５６ １,７８１ ３,５３７ ５,９０７ ９２５ １,０２８ １,９５３ ４,３１７ １,２６９
（137%）

１,２６１
（123%）

２,５３０
（130%）

+１００

営業利益 １５４ １４３ ２９７ １５１ △４５ １０ △３５ １３３ １２０
（+165）

８０
（+70）

２００
（＋235）

+４６
（+165） （+70） （＋235）

経常利益 １７４ １２３ ２９７ １０２ △５５ △６ △６１ １００ １０７
（+162）

６７
（+73)

１７４
（＋235）

＋４６

（特別損益） △０ △０ ０ △１０４ △１ △２５ △２７ △４３ △０
（+1)

△1
（+24)

△１
（＋26）

±０
（+1) （+24) （＋26）

税前利益 １７４ １２３ ２９７ △２ △５６ △３１ △８７ ５７ １０７
（+163)

６６
（+97)

１７３
（＋260）

+４６

当期純利益 ８７ ６６ １５３ △３０ △３７ △２０ △５７ １９ ５５
（+92)

３５
（+55)

９０
（＋147)

+２６
（ 92) （ 55) （＋147)

設備投資額 ８２ １１５ １９７ ４３８ ５２ ３４ ８６ １６５ ３４
（△18)

７６
（+42)

１1０
（＋24）

±０

減価償却費 ７５ ７８ １５３ ３１８ ７４ ７５ １４９ ３０５ ６７
（△7)

７３
（△2)

１４０
（△9）

±０

研究開発費 ３３ ３４ ６７ １３１ ２４ ２６ ５０ １０６ ２７
（+3)

３８
（+12)

６５
（＋15）

±０
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売上高 １２６９億円 / 対比

２０１０年度第１四半期業績概要２０１０年度第１四半期業績概要（セグメント別）（セグメント別）

０９/４Ｑ
１０/１Ｑ
（10/4 6）

高級金属製品セグメント ５５９億円 （09/4Q対比 102％）
電子・情報部品セグメント ３３０億円 （09/4Q対比 110％）
高級機能部品セグメント ３８１億円 （09/4Q対比 93％）

売上高 １,２６９億円 09/4Q対比 103％

381409

（億円）

売上高

1 129

０９/２Ｑ
（09/7-9）

０９/３Ｑ
（09/10-
12）

売上高

営業

1,235

０９/４Ｑ
（10/1-3）

（10/4-6）

売上高
営業
利益

120

1,269

＊最近の状況
■高級金属製品セグメント

特殊鋼の工具鋼は自動車・家電関連市場の好調に支えられ堅調に推移、

電子金属材料は半導体・液晶向けともに好調持続。ロールは建築関連の

需要に力強さがないものの 在庫調整が進み順調に推移

381

336

380

409
26

24

０９/１Ｑ
（09/4-
6）

売上高

Ｃ

1,028

925

売上高

営業
利益

71

1,129 営業
利益

97 Ｃ

需要に力強さがないものの、在庫調整が進み順調に推移。

■電子・情報部品セグメント

マグネットは、自動車、IT・家電向けともに堅調、ＦＡ向けも急回復し増加。

情報部品は太陽光発電関連が順調に推移、情報通信関連部品も堅調。

アモルフ ス（軟磁性材料）は 中国市場向けの需要が回復

330

242
271

300

291
46

29

31

25

C： 高級機能部品

Ｂ

Ｃ
Ｂ

アモルファス（軟磁性材料）は、中国市場向けの需要が回復。

■高級機能部品セグメント

自動車用鋳物は、ダクタイル鋳鉄は米国・アジアともに好調に推移、

ハーキュナイトは欧州向け需要が増加。アルミホイールは日米ともに好調

持続 配管機器は設備投資抑制 影響が継続

559
469

416

506 549

216
66

39

51

29

B： 電子・情報部品

Ａ

Ｂ

Ａ

持続。配管機器は設備投資抑制の影響が継続。

営業利益 １２０億円 09/4Q対比 23億円増

39

8

9

A： 高級金属製品
Ａ

△45

営業
利益

営業
利益

10
Ａ

高級金属製品セグメント ６６億円 （09/4Q対比 15億円増）

電子・情報部品セグメント４６億円 （09/4Q対比 15億円増）

高級機能部品セグメント ２６億円 （09/4Q対比 2億円増）

営業利益 １２０億円 09/4Q対比 23億円増
△1△19

△28 △23
0

△26

8

△18△7 △22 △9

D

△45

D

需要堅調による操業益効果で09/4Qに対し全セグメントで増益。
前年同期（09/1Q）対比では、165億円の改善となった。

△5

△11

△3

Ｄ： ｻｰﾋﾞｽ他・消去
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２０１０年度第２四半期累計業績予想２０１０年度第２四半期累計業績予想（セグメント別）（セグメント別）
１０/上予想

売上高 ２,５３０億円 （従来予想対比 100億円増）
＊09/下対比 107％、09/上対比 130%

営業利益 ２００億円 （従来予想対比 46億円増）

＊09/下対比 32億円増 09/上対比 235億円増
760

789

（億円）

０９/上実績

売上高

2,364

売上高

営業
利益

200

2,530

０９/下実績

１０/上予想

■高級金属製品セグメント
売上高 １,１１０億円 （従来予想対比 25億円増）
＊09/下対比 105％、09/上対比 125%

＊09/下対比 32億円増、09/上対比 235億円増 789
47

49

C： 高級機能部品
売上高

1,953

営業
利益

168

営業利益 １１２億円 （従来予想対比 24億円増）

＊09/下対比 22億円増、09/上対比 138億円増

■電子・情報部品セグメント

売上高 ６７０億円 （従来予想対比 40億円増）

670

571

627
77

60

49

B： 電子・情報部品

Ｃ Ｃ

売上高 ６７０億円 （従来予想対比 40億円増）
＊09/下対比 117％、09/上対比 146%

営業利益 ７７億円 （従来予想対比 16億円増）

＊09/下対比 17億円増、09/上対比 74億円増

■高級機能部品セグメント

1,110
1,055

458

112

Ｂ

Ｂ

■高級機能部品セグメント

売上高 ７６０億円 （従来予想対比 40億円増）
＊09/下対比 96％、09/上対比 121%

営業利益 ４７億円 （従来予想対比 7億円増）

885 90
A： 高級金属製品

Ａ
Ａ

＊09/下対比 2億円減、09/上対比 49億円増

自動車・エレクトロニクス関連分野とも、第２四半期も

引き続き需要は堅調に推移する見込。 △10△17 △26
3

△36△31 D 

D

営業
利益

△35

引き続き需要は堅調に推移する見込。

上期業績予想を引き上げる。

6

△2

△10

Ｄ： ｻｰﾋﾞｽ他・消去
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10年3月末比増減 １５億円増

連結Ｂ／Ｓ残高連結Ｂ／Ｓ残高

436 4475000 現預金等

億円

５，１９５ ５，１９５５，１８０５，１８０

資 産 負債・純資産

＋11

10年3月末比増減 １５億円増
D/Eレシオ ０．８６

1,6571,707
借入金

906

436

902

447

4000

売掛
債権

＋11

△4 △50

・社債

847 928

4000

棚卸
資産
その他

＋81

1,4291,345 その他
負債

少数株主1 9281 984

209 204
3000

有形
固定

△5

△56

＋84

その他
流動資産

純資産 ２,１２８ 純資産 ２,１０９

194

1 934

190
少数株主

持分

株主

1,9281,9842000
固定
資産

△56
△4

純資産 , 純資産 ,

1,934 1,919株主
資本

798 786

1000

無形固定資産
　・投資等 △12

△15

10/3末 10/6末

(440) (433)
0

10/3末 10/6末

うち
のれん
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（億円）

連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

科 目
09年度

第１四半期
10年度

第１四半期

現金及び現金同等物期首残高 ３３５ ４３６現金及び現金同等物期首残高 ３３５ ４３６

税金等調整前当期利益 △５６ １０７

減 価 償 却 費 ７４ ６７減 価 償 却 費 ７４ ６７

設 備 投 資 △５２ △３４

そ の 他 △１５ △４１

フリーキャッシュ・フロー △４９ ９９

借入金・社債の増減 ５５ △３７

配 当 金 支 払 他 △３２ △２９

ネットキャッシュ・フロー △２６ ３３

為替換算差額他 △１ △２２替換算 額他

現金及び現金同等物期末残高 ３０８ ４４７
（注）設備投資は検収ベース ７７Copyright ©2010, Hitachi Metals, Ltd.



事業セグメント 事業ユニット 主要製品

（参考）セグメント別事業内容（参考）セグメント別事業内容

高級金属製品セグメント

〔2007年度実績〕
売上高 2,924億円 営業利益 287億円

特殊鋼カンパニー
高級特殊鋼[YSSヤスキハガネ] ：金型・工具用材料、電子金
属材料[ディスプレイ関連材料、半導体等パッケージ材料]、
産業機器・エネルギー関連材料、剃刃材および刃物材

事業セグメント 事業ユニット 主要製品

売上高 2,924億円 営業利益 287億円

〔2008年度実績〕
売上高 2,650億円 営業利益 57億円

〔2009年度実績〕
売上高 1 940億円 営業利益 64億円

ロールカンパニー
各種圧延用ロール（鉄鋼・非鉄・非金属）、射出成形機用部
品、構造用セラミックス部品、鉄骨構造部品

日立ツール株式会社 切削工具売上高 1,940億円 営業利益 64億円 日立ツ ル株式会社 切削工具

電子・情報部品セグメント

〔2007 年度実績〕
売上高 億円 営業利益 億円

NEOMAXカンパニー
マグネット（希土類磁石[NEOMAX®]・フェライト磁石等各種磁
石およびその応用品）

情報通信機器用部品（積層部品、ｱｲｿﾚｰﾀ）、IT機器用材料
売上高 1,919億円 営業利益 203億円

〔2008年度実績〕
売上高 1,373億円 営業利益 93億円

〔2009年度実績〕

情報部品カンパニー

情報通信機器用部品（積層部品、ｱｲｿ ﾀ）、 機器用材料
・部品、医療機器用材料・部品、ソフトフェライトコアおよびそ
の応用品、ナノ結晶軟磁性材料[ファインメット®]およびその
応用品、アモルファス金属材料[Metglas®]およびその応用品

軟磁性材料カンパニ アモルファス金属材料[M t l ®]売上高 1,029億円 営業利益 63億円 軟磁性材料カンパニー アモルファス金属材料[Metglas®]

高級機能部品セグメント

〔 年度実績〕

自動車機器カンパニー
自動車用高級鋳物部品（排気系耐熱鋳造部品[ハーキュナ
イト®]、高級ダクタイル鋳鉄製品[HNM®]）、アルミホイール
[SCUBA®] その他アルミニウム部品〔2007年度実績〕

売上高 2,225億円 営業利益 162億円

〔2008年度実績〕
売上高 1,883億円 営業利益 42億円

[SCUBA®]、その他アルミニウム部品

配管機器カンパニー
設備配管機器（ ®印各種管継手、ステンレスおよびプラス
チック配管機器、冷却水供給装置、精密流体制御機器、密
閉式膨張用タンク）

〔2009年度実績〕
売上高 1,416億円 営業利益 47億円 日立機材株式会社 建築部材（内装システム、構造システム、マテハンシステム）

８８Copyright ©2010, Hitachi Metals, Ltd.



本資料に掲載されている情報のうち業績予想、事業計画および配当予想等の歴史的事実以外のものは、各資料の
作成時点において 予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており 内在する仮作成時点において、予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており、内在する仮
定および状況の変化等により、実際の業績と異なる可能性があります。その要因となるもの主なものは次のとおりで
す。
・主要市場（特に日本、米国、アジア、欧州）における経済状況および各種規制
・急激な技術変化・急激な技術変化
・競争優位性および新技術・新製品の開発・事業化を実現する当社および子会社の能力
・製品市場、製品市況の変動
・為替相場の変動
・国際商品市況の変動・国際商品市況の変動
・資金調達環境
・製品需給、製品市況、為替相場および国際商品市況等の変動に対応する当社および子会社の能力
・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
・製品開発等における他社との提携関係・製品開発等における他社との提携関係
・日本の株式相場の変動

Copyright ©2009, Hitachi Metals, Ltd.


